受付は終了しました

研究課題の募集：JGSSライフコース調査
JGSS研究プロジェクトは、2008年6月に文部科学省の「人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業」の採択を受けて、「大阪商業大学JGSS研究センター」の共同研究プロジェクトとして、新たなスタートを切りました。共同研究拠点としての最初の公募として、下記の要領で研究課題を募集します。ご応募をお待ちしています。
	1．募集の目的


JGSS研究センターでは、共同研究の一環として若年世代（28～42歳）のライフコース調査を企画しています。今回募集するのは、2009年1月に日本全国を対象とする調査に組み込む研究課題です。調査設問の形で応募を受け付けています。

本研究センターでは、研究課題を広く募ることにより、調査内容を充実させるとともに、全国調査の企画に参加する機会を多くの研究者に広げることを目的としています。優れたアイデアをご提案いただければ、研究に必要な信頼性の高い調査データを無償で収集・利用していただけるほか、研究に対する支援も行います。ふるってご応募ください。
	2．ライフコース調査の概要


○調査の実施時期：2009年1月

○調査方法：面接法と留置法の併用（1 人の調査対象者に面接調査と留置調査の両方に回答してもらう形式）

○調査対象：日本全国に在住の28歳～42歳の男女から6,000人を層化二段抽出

○調査テーマ：若年世代のライフコース（学歴・職業キャリア・結婚・出産・育児・介護など）

	3．応募資格


大学その他の研究機関の研究者、または大学院生（分野は問いません）
	4．研究課題の作成方法


○研究課題は質問文・選択肢ともに完成した設問の形で提案ください。
○分量に特別な上限は設けませんが、分量が多い場合、全体ではなく一部が採択されることがあります。

○調査対象者の範囲に適合しないような研究課題は採択の可能性が低くなります。
	5．応募方法


応募用紙に、氏名等、研究課題、設問案、設問を挿入する目的、想定する分析、分析に必要な他の変数※、参照文献・調査、JGSSデータの利用経験、これまでの調査経験を明記して、下記のJGSS研究センターまで、メールに添付して提出して下さい。説明のために別紙を追加していただいてもかまいません。

※HP等を参照し、JGSSの既存の変数から指定してください。
	6．受付期限及び提出先


○受付期間： 2008年7月8日（火）～2008年8月1日（金）
○提出先： 〒577-8505
大阪府東大阪市御厨栄町4－1－10

大阪商業大学JGSS研究センター

E-mail: jgss@daishodai.ac.jp
	7．選考方法と発表


JGSS研究センターの運営委員会において審査を行います。この審査結果は、2008年8月22日（金）までに応募者全員にお知らせします。
	8．採択者の義務


○JGSS研究センターの共同研究者として、嘱託研究員（無給）になって頂く必要があります（大学院生の場合は、JGSS調査研究奨励プログラムの参加者となります）。センターで開催する研究会の交通費の一部が支給されるほか、センターの施設・設備が利用できます。
○全体のバランスや他の設問との関連から、質問文･選択肢の調整を行います。設問の調整のために、センターで研究会を開催しますので、ご参加下さい。
○センターで行う職業と産業の自由記述のアフター・コーディング作業に2週間程度ご協力下さい。クリーニング作業にもご協力いただきます。
○データは2009年10月頃には分析できるようになります。採択者は、センターで開催する研究会にご参加・ご報告いただき、最初の成果を、2011年3月に刊行予定の『JGSS研究論文集』（2011年1月原稿締切）にご執筆ください。データは、2011年3月に一般公開されます。
	9．その他の留意事項


採択された設問は、JGSS研究センターに帰属します。調査報告書等には、それぞれの設問について設問提案者の名前を明記することはいたしません。
	お問い合わせ：JGSS研究センター （できるだけ電子メールにてお問い合わせ下さい）

Tel：06-6785-6013／Fax：06-6785-6011

http://jgss.daishodai.ac.jp   E-mail：jgss@daishodai.ac.jp
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A４判で以下の各項目が網羅されていれば、枠にはこだわらなくても構いません。また、必要に応じ、枚数が増えても結構です。

	氏名：
	所属・職/学年：

	連絡先住所：

	電話：
	E-mail：

	所属学会：
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	設問案（質問文、選択肢などを具体的に）

	

	設問を挿入する目的

	

	想定する分析

	

	分析に必要な他の変数（JGSSに既存の変数）

	

	参照文献・調査

	

	JGSSデータの利用経験

	

	これまでの社会調査の経験
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